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1 

 日本では、1980 年代より日本国内の労働力が不足し、それを担う働き手として来日する外

国人が急増した。1990 年には出入国管理及び難民認定法が改正され，日系人に「定住者」の

資格が与えられるようになった。出入国在留管理庁（2020）の調査によると，日本在住の外

国人の数は令和 2 年 6 月末には 288 万 5904 人にまでのぼった。また、在日外国人の定住化

が進んでおり、その中でも全体の約 88％が「永住者」「定住者」であるブラジル人にそれが

多くみられる。このように定住化が進むと、それに伴う問題が出現し、その一つが子どもの

教育が深刻化していることである。 

 文部科学省（2019a）によると、学齢相当の外国人の子ども 11 万 3698 人のうち、不就学

の可能性のある子どもは 2 万 2488 人だという。また、文部科学省（2019b）の調査によると、

特別支援学校を含む全国の公立の小・中・高等学校には現在、5 万 1126 人の日本語指導を必

要とする児童・生徒が在籍しており、外国籍の児童・生徒の中では、ポルトガル語を母語と

する者の割合が全体の約 4 分の 1 を占め、最も多い。米本（2011）によると、年々増加する

日本語指導を必要とする児童・生徒の数に伴い、アイデンティティ調査も含め、年少者日本

語教育に関する調査・研究は比較的盛んに行われるようになった。さらに非行や不就学、不

登校など「抵抗」という視点から彼らのアイデンティティを描こうとする調査・研究も多い。

米本（2011）は、過去と現在の関係だけではなく、現在の学習や経験がどのように将来に影

響を及ぼすのかも探る必要があると指摘している。また、竹田（2012）は高校進学を希望す

る子どもたちは進路が制約されていると述べ、進路保証がされていない状況では将来に展望

を抱きようがないと指摘している。 

 本調査では、複数言語環境にあるブラジル人青年の母語と日本語、そして英語に対する言

語意識がどのように変化しているか、そして将来を描く上でどのように母語、日本語、およ

び英語をとらえて、どのような社会的影響を受けて進学を決意したかの 2 点を明らかにする

ことを目的としている。そのためには、ライフストーリーインタビューを採用し、ライフス

トーリーの分析に複線経路・等至性モデル（TEM）を用いる。 

 協力者は日本で生まれ育った日系ブラジル人であり、日本の保育園、小学校、中学校、そ

して高校に通い、現在は専門学校に進学している。 

 調査の結果、まず、母語であるポルトガル語については、協力者は「親の言語」であると

認識していることがわかった。日本社会で暮らしている以上、親以外とポルトガル語を使う

ことはほとんどなく、「親の言語」という意識は社会がもたらす影響であると考えられる。 

 TEM 図でも、ポルトガル語に意識を向けることは見られていない。小学校に入学してすぐ

母親に読み書きを教わったものの、それ以外で勉強することはなかった。それよりも、海外

に行く夢を持ち、そのための英語に力を入れている。しかしブラジルを拠点にしてのことで

あり、協力者の将来図には欠かせない言語であることが窺える。 
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 小学校に入学してから向き合うようになったのが日本語である。生活上必要不可欠な言語

である一方で、小学校で日本語を間違えたことを笑われたことから、苦手意識も高かったと

考えられる。しかし、友人関係の輪が広がるとともに、日本人の友達もできた。さらに、高

校入試に直面することで、必死になって「国語」の勉強が必要になった。そうした「友人関

係」や「入試」などの社会的な影響により日本語と向き合ったことで、学習言語としては一

番よく理解できる言語となった。しかし、将来ブラジルを拠点にし、イギリスやカナダに行

きたいという夢には、直接反映されていない。日本で暮らしている以上、そこに辿りつくま

でのステップの一つに過ぎないだろう。 

 英語については、母親に言われたから学習するようになり、自分の意思ではなかった。し

かし、小学校で習い始め、海外の教師に影響され、自ら興味を持ち始める。英語の音楽を聴

き、海外ドラマを見て、徐々に海外に関心を抱き、いつからか、将来は海外に行くことが目

標になり、ずっと習い続けている。ブラジル人家庭であり、日本で暮らしている以上言語使

用はわずかではあるけれど、将来を描く上で必要不可欠な要素の一つであることがわかる。 

 協力者Ｌが描いている将来図には、言語的に考えると、英語がとても大きな役割を果たし

ている。また、ブラジルに滞在したことで、ブラジルのイメージが明確になり、日本と比較

しながら自分に合っているのはブラジルであると感じ取っている。このブラジルの滞在と、

英語学習がきっかけで興味を持ち始めた海外の音楽を聞いたり、ドラマを見たりするように

なった。海外への憧れが芽生え、ブラジルを拠点にしつつも海外で働けるようになりたいと

思うようになる。 

 今後の課題として、協力者のアイデンティティ着目し、将来を描く上でどのように変容し

ていくのか調査する必要がある。アイデンティティはその人の軸となると考えられ、そこか

ら生じる居心地の良さや物事をどのようにとらえているかイメージすることは将来図に大き

く反映されているのではないだろうか。本研究の協力者は、生まれてからずっと日本に住ん

でいるにも関わらず、ブラジル人である自分を持っていた。このように進学を決意し、「工場」

から離れる人生を歩んでいる人を見れば、不就学に陥ってしまう外国人の子どもたちも、新

たな夢や希望が持てるだろう。 
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